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平成３１年度全国学力・学習状況調査の実施について 

 

平成３１年３月１５日 

小 中 学 校 課 

県 教 育 セ ン タ ー 

高 等 学 校 課 

 

１ 調査の目的 

◇義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や

学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 
◇学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 
◇そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 
２ 調査について 

（１）本体調査 

◇調査実施日：平成３１年４月１８日（木） 
◇調査対象 ：小学校６年生、中学校３年生（原則として全児童生徒） 
◇調査内容 ：①教科に関する調査（国語、算数・数学、英語） 

・調査問題は知識・活用を一体的に問うこととする。（資料３参照） 
②生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 
・児童生徒に対する調査（児童生徒質問紙調査） 
・学校に対する調査（学校質問紙調査） 

◇調査方式 ：全数（悉皆）調査方式で実施（資料１参照） 

→実施学校数等は資料２のとおり 

 

（２）英語調査について 

平成３１年度は、初めて英語調査（４技能「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書

くこと」）が行われる。そのうち、「話すこと」調査については、各学校のＰＣ室等の

ＰＣを活用した音声録音方式で実施される。 

 

（３）その他(参考) 

＜平成３２年度（２０２０年度）予定＞ 

・調査日：平成３２年（２０２０年）４月１６日（木） 

・全数（悉皆）調査方式で実施予定（国語、算数・数学） 
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平成 31年度

全国学力・学習状況調査

本調査は，文部科学省が，学校の設置管理者等（教育委員会，学校法人等）の協力を得て実施するものです。

調査の目的 ◇ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や学習状況を

把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図る

 ◇学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる

 ◇そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する

調 査 内 容 ❶ 教科に関する調査（国語，算数・数学，英語）

　出題範囲は，調査する学年の前学年までに含まれる指導事項を原則とし，出題内容は，そ

れぞれの学年・教科に関し，以下のとおりとする。

① 　身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生活におい

て不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等

② 　知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のための構想を

立て実践し評価・改善する力等に関わる内容

　調査問題では，上記①と②を一体的に問うこととする。

❷ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査

児童生徒に対する調査 学校に対する調査

学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側面等に

関する調査

指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整

備の状況等に関する調査

（例）国語・英語への興味・関心，授業内容の理解度，読書

時間，勉強時間の状況　など

（例）授業の改善に関する取組，指導方法の工夫，学校運営

に関する取組，家庭・地域との連携の状況　など

時　間　割　※　国語，算数・数学の調査時間の変更：小学校 40分→ 45分，中学校 45分→ 50分に変更

◎小学校　（児童質問紙は，2時限目終了後以降に，各学校の状況に応じて実施。）

１時限目 ２時限目

国語（45 分） 算数（45 分） 児童質問紙（20～40 分程度）

  調査実施日：４月1８日（木）

◎中学校（例：6 学級の場合）　（生徒質問紙は，3時限目終了後以降に，各学校の状況に応じて実施。）

１時限目 ２時限目 ３時限目 ４時限目 ５時限目 ６時限目

国語（50 分） 数学（50 分） 英語

「聞くこと」

「読むこと」

「書くこと」

（45 分）

生徒質問紙

（20～45 分程度）

等

英語

「話すこと」

（１組、２組、３組）

英語

「話すこと」

（４組、５組、６組）

※　国語，数学，英語の順で実施。

※　「話すこと」調査の所要時間は，生徒１人当たり 10～15分程度（準備５～10分程度を含む）。

※　学校規模等により「話すこと」調査の所要時間が５，６時限目で収まらない場合は，４時限目も「話すこと」調査の実施に充てることができる。

国・公・私立学校の小学校第６学年，中学校第３学年　原則として全児童生徒調 査 対 象
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資料１



小学校・国語
（サンプル問題）

語句の理解，必要な情報を文中から見つけて読み，スピーチに相応しい表現で書く

●正答

一 ４ 三（1） 1

二 2 三（2） 3

●正答例

四（1）

お客様の食べたいパンを考え、新しいパンを思

いどおりに作るのはとても大変ですが、焼き立

てのパンをお店に並べたときに、お客様からか

ん声が上がると、パン職人としての喜びが感じら

れるということです。（95 字）

四（2） 手順
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中学校・数学
（サンプル問題）

グラフから読み取れる事柄や正しい比較の方法を数学的に説明する

●正答

（1） イ

●正答例

（2）
学級の生徒が美しいと思う長方形は，その短い辺の長さに対する

長い辺の長さの割合がだいたいひとまとまりになるものである。

（3） 相対度数を用いて階級を比べればよい。- 7 -



調査結果等の集計・

分析・提供

提 供
◇各教育委員会，学校に以下の調査結果を提供

・児童生徒の正答数分布図

・問題別正答率・無解答率，類型別解答状況

・質問紙調査の結果

・各児童生徒に提供する「個人票」 など

集計・分析
◇国全体，各都道府県，地域の規模等にお

ける調査結果を公表

◇児童生徒の学習環境や生活習慣，学校に

おける指導や教育条件の整備状況等と学

力の関係を分析，公表

▼公表する調査結果の例
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▼「個人票」のイメージ

中学校・英語
読むこと
（予備調査）

まとまりある文章から大切な部分を読み取る

中学校・英語
話すこと
（予備調査）

日常会話でのやり取りに即興で応じる

●正答

2

次の英語は，あなたが見つけたイングリッシュ・カフェ（English Café）

という催しのホームページの一部です。参加者が事前に準備すべきことを

知るためには，この中の１から４のどの部分を読めばよいですか。最も適

切なものを１つ選びなさい。

English Café
Free English Program

Date   : Sunday, June 3rd  　

   Time   : 3:00 p.m. - 5:00 p.m.
Place : City Hall Restaurant 

Come to English Café and ...

-You can enjoy speaking English with people from many countries.  

- You can learn about their countries: the U.S., Australia, Canada, 

China, India .... 

-  You will have a chance to tell them about Japanese traditional 

things in English.  Please think of something to talk about.

- We are going to have some food from other countries.   

Of course, there will be Japanese food, too.  

If you have any questions about the program:  

You can send an email to midori@××××.××,  

call 0120 -□□□ -□□□ , or visit our office at City Hall.

７

１

２

３

４

●正答例

Why do you want to go to China?

大問２　あなたは，ナオミと，イギリスから来たリチャード先生の３人で話をしています。まず，ナオミ

とリチャード先生が，２人で話している場面から始まります。その後，あなたが尋ねられたら，２人のや

り取りの内容を踏まえて，英語で応じてください。解答時間は20秒です。それでは，始めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R: I want to visit three countries: the U.S.,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Australia, and China.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N: Why do you want to go to the U.S.?

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R: Because I want to see a baseball game there.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I’m interested in baseball.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N: I see.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R: And I want to go to Australia again.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N: When did you go?

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R: Two years ago.  It was a lot of fun.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N: Oh, I want to visit Australia.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R: Great!

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２人が画面の先の生徒の方を見る）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N: Well, do you have any other questions for him?

文部科学省HP
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/gakuryoku-
chousa/index.htm

国立教育政策研究所HP
http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html

「話すこと」の問題は，学校のパソコンに音声を録音する方法で行います。万全に準備をしても，まれに，
調査中の停電や機器の故障等により，影響を受ける可能性があります。

全国学力・学習状況調査 検 索
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平成３１年度全国学力・学習状況調査の実施予定について 

 

 

平成３１年４月１８日に実施される平成３１年度全国学力・学習状況調査（全数

調査）の鳥取県内公立学校の実施予定校数と児童生徒数です。※公立学校のみ 

 

 

【学校数】 

 

 調査対象校 実施予定校 実施率 

小学校調査 

１２５校 

義務教育学校前期課程 ３含 

特別支援学校小学部 ２含 

１２５校 
１００% 

中学校調査 
５９校 

義務教育学校後期課程 ３含 

特別支援学校中学部 ２含 

５９校 
１００% 

合    計 １８４校 １８４校 １００% 

 
【児童生徒数】 

 

（人） 

 参加人数 

小学校調査 約４，９００ 

中学校調査 約４，８００ 

合    計 約９，７００ 

※平成３０年度「学校便覧」の小学校５年生の児童数 

及び中学校２年生の生徒数を参照 

資料２ 

- 9 -



知識・活用を一体的に問う調査問題について 

 
【これまでの経緯と調査問題の現状】 

○ 全国学力・学習状況調査（以下「調査」という。）においては、これまで、教科に関
する調査問題作成の基本理念として、主として「知識」に関する問題（Ａ問題）と、

主として「活用」に関する問題（Ｂ問題）とに整理してきた経緯がある。 
○ この整理については、Ａ問題を通じて学力の底上げが図られたことや、Ｂ問題を通
じて授業改善の取組が学校現場に広がったことなど、知識と活用を分けた調査が果

たしてきた一定の役割について評価する声がある。 
○ その一方で、児童生徒のつまずきを把握する上で「知識」と「活用」とを一体的に
問うことが有効な場面もあり、これまでの調査問題においても、実生活の場面への

活用を想定する中で知識を問うＡ問題や、大問における思考過程として知識に関す

る小問を問うＢ問題など、Ａ・Ｂの問題区分が絶対的なものではなくなりつつある

状況も見られる。 
 
【調査問題の在り方の見直しの方向】 

○ 平成２９年３月に公示された学習指導要領は、教科等の目標や内容について、生き
て働く「知識及び技能」、未知の状況にも対応できる「思考力、判断力、表現力等」、

学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力、人間性等」という三つの柱に

基づいて再整理されており、これらの資質・能力の三つの柱が相互に関係し合いな

がら育成されるものという考え方に立っている。 
○ こうしたことから、平成３１年度以降の調査の問題作成に当たっては、新しい学習
指導要領の趣旨を踏まえ、Ａ問題とＢ問題という区分を見直し、知識・活用を一体的

に問うこととする。 
○ 具体的には、国語、算数・数学については、例えば日常生活の場面と関連付けられ
た設定の下、内容のまとまりに対応する大問の中で複数の小問が展開する構成とす

ることなどにより、自然に調査問題に表された学習過程に沿って解くことができる

出題とすることなどが考えられる。その際、最初の設問に解答できないと、当該大問

は全て解答できないという出題にならないよう留意する必要がある。 
○ なお、従来Ａ問題の中で測られてきた基礎的な知識・技能は、新しい学習指導要領
においても育成すべき資質・能力として重要であるため、児童生徒の学力・学習状況

として今後も把握する必要があり、今回の見直し後においても、問題を精選したう

えで、調査問題の大問の中の小問の１つとして出題するなど工夫することとする。 
 
【調査問題の意義・メッセージ性】 

○ このような調査問題により調査を実施することによって、従来の調査と同様に、各
教育委員会や各学校に対して、学習指導要領に示される内容等を正しく理解するよ

う促すとともに重視される力を子供たちに身に付けさせるといった国としての具体

的なメッセージを示すこととなる。 
○ 各教科の具体的な調査問題の作成に当たっては、調査問題自体が学校の教員や児童
生徒に対して土台となる基盤的な事項を具体的に示すものであることを踏まえ、学

習指導要領の下での授業改善に資するものとなるよう、実際に授業する場面を充分

に意識するとともに、児童生徒の学習改善・学習意欲の向上などに役立つものとす

るとの視点から検討を行うことが重要である。 

資料３ 

- 10 -



 
 

 

平成 31年度全国学力・学習状況調査の時間割のモデル 

 

１．本体調査実施日 

平成３１年度４月１８日（木） （後日実施は、４月１９日（金）～５月７日（火）まで可能） 

 

２．時間割のモデル 

※国語、算数・数学の調査時間の変更：小学校 40分→45分、中学校 45分→50分に変更 

 

◆小学校 

１時限目 

（45分） 
２時限目 

（45分） 
 

国語 

（45分） 
 

算数 

（45分） 
児童質問紙 

（20～40分程度） 

※児童質問紙の実施は、２時限目終了後に、各学校の状況に応じて、柔軟に実施可能。 

 

◆中学校（６学級の場合） 

１時限目 

（50分） 

２時限目 

（50分） 

３時限目 

（50分） 

４時限目 

（50分） 

５時限目 

（50分） 

６時限目 

（50分） 

国語 

（50分） 

数学 

（50分） 

英語 

「聞くこと」 
「読むこと」 
「書くこと」 

（45分） 

生徒質問紙 

（20～45分程
度）等 

英語 

「話すこと」 
（１組、２組、３組） 

英語 

「話すこと」 
（４組、５組、６組） 

 

＜補足＞ 

○ 「話すこと」調査の所要時間は、生徒１人当たり 10～15 分程度（準備５～10分程度を含む）。

同一学級の生徒を一斉に調査でき、かつ調査対象学年の生徒全員が３単位時間以内で調査

できるように設計されている。 

○学校規模等により「話すこと」調査の所要時間が５、６時限目で収まらない場合は、４時限目も

「話すこと」調査の実施に充てることができる。 

○「話すこと」調査の終了後に、「話すこと」調査に関する「生徒質問紙調査」の一部（所要時間１

分程度の選択式）を実施予定。 

 

別紙 
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10款　教育費

1項　教育総務費 小中学校課、教育センター（内線：７９３５）

04目　教育連絡調整費 （単位：千円）

国庫支出金 起債 その他 一般財源

 事業内容の説明

 １　事業の概要

 ２　事業内容 （単位：千円）
区　分 予算額

学校現場における
学力向上策の推進

◇教員の指導力向
  上・授業改善の推
  進
◇児童生徒の学習
  意欲・学力の向上

14,156

教育委員会の指導
体制の見直し・強化

1,100

合　計 15,256

 ３　これまでの取組状況、改善点

　

平成３１年度一般会計当初予算説明資料

事　業　名 本年度 前年度 比　較
財　源　内　訳

備考

学力向上総合対策推進
事業

15,256 7,576 7,680 15,256

トータルコスト 18,431千円（前年度　10,754千円）［正職員：0.4人］

主な業務内容
学力向上推進プロジェクトチーム会議の開催、学力向上研修会等の開
催、学校訪問による授業改善への支援、活用問題集・実践事例集等の作
成・活用

工程表の政策目標(指標) 学力向上の推進

　全国学力・学習状況調査で明らかになった学力課題の解決に向けて、平成30年度に「学力
向上推進プロジェクトチーム（ＰＴ）」で対策を検討した結果を踏まえ、これまでの取組を
見直し、戦略的、短期・中長期的な視点から、市町村教育委員会と一体となった取組を進
め、児童生徒の学力向上を図る。

事　業　内　容

○秋田県の授業手法を参考に、鳥取県の日々の授業改善
　の実践・徹底を図るとともに、学校教育支援サイトの構築や
　中学校数学問題データベースの導入等を行い、教員の指
　導力の向上及び授業改善を推進する。
○小学校算数の単元到達度評価問題を実施し、児童の理
　解度の検証を行いながら授業改善を推進するとともに、若
　手教員を先進地に派遣し、指導力向上を図る。
○小学校の国語・算数の活用力向上に向け、平成30年度に
　作成した活用問題集について、これを用いた授業の実践
　事例や文科省、県が作成した授業アイデア例等をさらに
　盛り込んだ活用問題集に充実させ、児童が「わかった」
　「できた」を実感できる授業への改善と徹底を図る。
○家庭学習の質の向上を図るため、平成30年度の取組に
　ついて実践事例集を作成し、家庭学習の意欲を引き出す
　好事例の周知・徹底、横展開を推進する。

　平成30年度から各地域の学力課題等を踏まえた取組を県と市町村教育委員会が連携しなが
ら推進している。また、平成30年度に設置した学力向上推進プロジェクトチームでの議論を
踏まえ、授業改善の焦点化を図るとともに、各課題に応じた学力向上策を一層推進するた
め、各地域の取組の横展開を行っていく。

○引き続き学力向上推進ＰＴを設置し、外部アドバイザー等
　の意見を伺いながら、学力向上策の検証、改善を進める。
　また、事業の検証や学校現場での具体的な取組方法、徹
　底を図るための方策等を検討するため、ワーキンググルー
　プ（ＷＧ）会議を開催する。

資料５
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